　「Palla」訳本

「Palla Book I」

「Palla」第一巻

著者：Vojne Mierstyyd
　Palla。Pal、la。その名前を初めて耳にした時のことを覚えている。さして昔の話ではない。それは、Mir Corrupの西方に位置する素晴らしい屋敷で開かれた、〈物語と獣脂の舞踏会〉〔※１Tales and Tallows ball〕でのことだった。その席上に、私と魔術師ギルドの見習の仲間が思いがけなく招かれたのである。実のところ、それは余り驚くようなことではなかった。Mir Corrup――第二時代の遠い昔から、温和な気候を生かした、富裕層のためのリゾート地である――の他の貴族たちの数は極めて限られていたし、よく考えてみれば、そのような神秘的祝日に魔術師たちを列席させるのは単なる儀礼上のことに過ぎないのだ。それに、私達が取り立てて珍しいということでもなかった。何しろ、その魔術師ギルドは、規模も小さくて、誰でも入れて、認可も受けているようなものだったのだから。とは言え、私の言うように、他に選択肢は無かったのである。
　ほぼ１年の間、私が知っている家と言えば、大の字になって床に寝そべれば今にも崩れてしまいそうな、このMir Corrup魔術師ギルドのものだけだった。そして、私の知り合いと言えば、その大多数が私の存在を大目に見ているに過ぎないような仲間の見習たち、そして、僻地のギルドに留まっていることの苦渋から酷いシゴキに走るような教師たち、彼らのみであった。
　すぐに、幻影魔法のジャンルは私を魅了した。私達を教えていた教師は、私が優れた弟子であることを、学問としての魔術のみならず、その哲学的基礎までも愛していることを認めた。光、音、心の知覚できないエネルギーを歪ませるという発想には、何かしら、私の本性に訴えるところが在った。私にとっては、けばけばしいだけの破壊と変質の魔法、神聖なる回復と召還の魔法、役に立つ錬金術と魔封術、混沌めいた神秘魔法、それらでは駄目なのだ。そう、在りふれた物を取り上げて、ちょっとした魔法でもって見せかけを変えてしまうことほど、私の心を躍らせるものは決して無かったのである。
　その幻影魔法の哲学を私の単調な生活に適用するためには、私自身が持っているものよりも更に大きな想像力が必要であるだろう〔※２〕。午前の授業が終わると、私達には、午後の授業が始まる前に為すべき仕事が与えられる。私に課せられたものは、ちかごろ住人の亡くなったギルドの研究室の掃除を行って、その彼の散らかった呪文書・呪符・古ぼけた書物を整理することだった。
　それは、寂しく退屈な仕事だった。その住人であった教師のTendixusは、価値の無いガラクタばかりを偏執的に溜め込んでおり、取るに足らないものを捨てようとすると、いつでも私を叱りつけたものである。どうやって彼の持物を適切に仕分けていけば良いのか、少しずつ分かってきた。つまり、治療薬は治癒魔法の先生に、物理現象に関する書物は変性魔法の先生に、薬草と鉱物は錬金術の先生に、魂珠と魔導具は魔封術の先生に、という具合である。魔封術の配達を１つ終えたところで、Ilther先生が私の名を呼ばわるので、（いつものことだが）よく分からないままに部屋を後にした。
「そら」恰幅の良い老人は、そう言って私に道具を１つ差し出す。「これを壊すんだ」
　それはルーンの刻まれた黒く小さな円盤で、骨のような赤橙色の宝石から成る輪が周囲を囲んでいる。
　「すみませんが、先生」私は口ごもる。「思うのですが、それは先生の役に立つものではないでしょうか？」
　「さっさと引っ掴んで、強い火にくべて壊しなさい」怒鳴りつけると、私に背を向ける。「絶対に、ここに持って来るんじゃないぞ」
　私の興味はそそられた。と言うのも、そのような反応を彼に引き起こすものは、たった１つだけだからだ。屍術。Tendixus先生の部屋に引き返すと、その円盤に言及した箇所を探して、彼のノートを繰っていった。不運にも、それらのノートの大半は、私の手には負えないような奇妙な暗号で綴られていた。円盤の謎に余りにも没頭していたので、そのIlther先生が教鞭を取る午後の魔封術の授業に遅れてしまうところだった。
　それからの数週間は、雑多なガラクタを仕分けるのに、それらを配達するのに、そして、例の円盤を調べるのに費やされた。自分の直感は正しかったのだと分かってきた。そう、この円盤は本当に屍術の器具であるのだ。Tendixusのノートの大半は理解不能であるけれど、彼は円盤によって墓から恋人を蘇らせることが可能であると考えていた、そのように私は判断を下した。
　悲しむべきことに、彼の部屋の整理と掃除が終わる時が訪れてしまった。そして、私には別の仕事が与えられて、ギルドの馬小屋を手伝うことになった。少なくとも、ようやく他の仲間の見習たちと一緒に働くことになった訳であり、そして、様々な用事でもってギルドを訪れる市井の人々や貴族たちと会う機会を得ることにもなった。こうして、私達の誰もが〈物語と獣脂の舞踏会〉に招待される際に、私もまた雇われることになったのである。
　たとえ夜〔に催される舞踏会〕の魔術の披露が期待を満たせないものであっても、私達の女主人は年若く豊かであり、Hammerfell出身の未婚の孤児として評判の人物である。わずか１、２ヶ月ばかりの前に、この人里はなれた木々の鬱蒼と茂る帝国領の片隅へと彼女は引っ越してきていた。彼女の一族が所有している、老朽した屋敷と敷地を再利用するためである。ギルドの見習たちは、まるで老婆のように、その謎めいた妙齢の女性の過去について噂話を交わしていた。彼女の両親には何が起こったのか、どうして彼女は故郷を離れたり追い立てられたりすることになったのか。彼女の名前はBetaniqiであり、それが私達の知っている一切であった。
　舞踏会に着くと、私達は誇りを持って見習のローブに身を包んだ。大理石づくりの広大な玄関では、あたかも私達が王族であるかのように、召使は１つ１つの名前を呼ばわった。そして、大袈裟な拍手喝采を受けて、私達は気取りながら酒席の真ん中に進んでいった。もちろん、すぐに誰からも気に留められることは無くなった。実のところ、私達は、この舞踏会に彩を添えるような重要な人物ではないのである。背景の登場人物に過ぎないのだから。
　重要な人物は、完璧な丁重さでもって私達の間を押し通っていった。その人々の中には、Balmoraに向かう外交上の仕事についてRimfarlin公爵と議論を交わしている、老貴婦人のSchaudirraの姿が在った。笑い転げる姫を陵辱と略奪の話でもって楽しませている、Orcの将軍の姿が在った。Daggerfallへの度々の旅行について心配事を交わしている、ギルドの３人の教師と痛ましいほどに痩せ細った３人の貴族のオールド・ミスの姿が在った。そこでは、帝国と様々な王国の宮廷に於ける謀略が、分析されて、穏やかに嘲笑されて、苛立ちを覚えられて、祝杯を挙げられて、却下されて、評価を下されて、悲しみの和らぎを覚えられて、忠告されて、転覆されている。すぐ隣に座った時でさえも、誰もが私達の方にチラとも視線を向けない程なのだ。あたかも、どういう訳か、私の幻影魔法の術が私達の全員を不可視にしてしまったかのようである。
　私は酒壜を手にバルコニーへと出た。空では、そして、輝きを反射して庭に広がる大きな池では、月は二つともに等しく光を発している。その池の両岸に一列に並んでいる白大理石の彫像たちは、月光を受けて炎のように照り輝いて、まるで闇夜の中を松明のごとく燃えているようである。その空想めいた光景は、すっかり私を魅了してしまった。そして、石像の内で永久のものとなっている〔彫像の〕Redguardたちの風変わりな姿つきもまた。私達の女主人は、つい最近に邸宅を建てたので、それらの彫刻の幾つかは未だシーツに覆われていて、そのシーツは微風にそよぎ揺れている。どれだけ、そうして眺めやっていただろうか。気づけば、私は一人ではなかった。
　彼女は非常に小柄で色も黒くて、肌のみならず服までも同様の調子なので、闇の中に彼女を見失ってしまうところだった。私の方を向いて分かったのだけれど、彼女は大層に美しく若くて、せいぜい１７歳というところである。
　「あなたが、私達の御主人様ですか？」ようやく、私は尋ねた。
　「ええ」微笑して顔を赤らめる。「でも、恥ずかしい話だけど、そういうのは、とっても苦手なの。新しい知り合いの中に溶け込むべきだとは思うけど、でも、私達の間には共通のことが、ほとんど無いでしょう？」
　「それでハッキリしましたよ、知り合いの連中が私と共通のことを持ちたがらないってことが〔※３〕」私は笑ってみせる。「もしも私が魔術師ギルドの見習たちより少しでも年長なら、目上の人間〔more of an equal〕として扱ってくれるでしょうけどね」
　「まだ、私には、Cyrodiil流の“平等”〔equality〕って概念が分からないの」彼女は顔を顰める。「私の文化では、自分の価値は自分で証明するものなの。〔目上だからと言って、平等に〕ただ尊敬を期待するのではなくてね。両親とも素晴らしい戦士だったわ。私も、そうなりたかったものよ」
　彼女の視線は、芝地へと彫像の辺りへと移っていく。
　「あの彫像は、あなたの御両親をイメージしたものですか？」
　「あれが父のPariomなの」彼女の指さした先には、堂々たる体躯の男を模した等身大の彫像。それは、恥ずかしげもなく裸体を晒しては、敵の戦士の首根を掴んで、その頸を伸ばした剣でもって刎ねようとしているところである。まさに在り在りとした躍動感の溢れる作品である。Pariomの顔の造作はアッサリとしたものであり、落ち窪んだ額・もつれ髪の塊・頬の無精ヒゲでもって、いくらか醜いとさえ言える程である。その歯には、少しばかりの切れ込みさえ為されていている。どんな彫刻家であれ、モデルの本当の風貌に対して誠実であろうとしなければ、もちろん、そこまで作り込むことは無かったであろう。
　「それで、あれが母親ですか？」私は近くの像を指してみせる。それは、立派な体つきの、マンティーリャ〔スペイン女性の身に着ける大型ベール〕とスカーフを身に纏った、なかば蹲りながら子供を抱えている女戦士である。
　「あら、違うわよ」彼女は笑う。「あれは、私の叔父さんのところの、年寄りの乳母のよ。母のは、まだシートが掛けてあるわ」
　自分でも理由は分からないが、その彼女が指さした先の像を見たいと私は告げていた。どう考えても、それこそ運命を分けたものであり、まだ会話を続けたいという勝手な願いに他ならなかった。もしも、そのことを彼女に言わなかったならば、もうパーティーに戻らなくてはならないと彼女は思ったであろうし、そして、またもや私は独りぼっちになったであろう。最初は、彼女は乗り気ではなかった。雨がちの、時には寒冷であるCyrodiilの気候によって彫像たちが傷ついてしまうのではないかと考えて、なかなか心が決まらなかったのだ。あるいは、どの像にも覆いを掛けておくべきなのだ、そう彼女は判断したのかも知れない。あるいは、こうして独りで居るのを止めてパーティーの方に戻ろうとしている私に気づいて、単に会話を引き伸ばそうと躊躇ってみせただけなのかも知れない。
　それから数分の内に、私達はBetaniqiの母親の像に掛けられた防水布を剥ぎ終えた。それこそ、私の全人生が変わった瞬間であった。
　彼女は飼い慣らされていない生まれたままの魂であり、黒大理石づくりの奇怪な姿の魔物と苦闘を演じながら雄叫びを上げている。そのスラリと伸びた指でもって、魔物の顔面を鷲づかみにしている。その魔物の鉤爪は彼女の右胸を捉えており、それは、敵を死に至らしめる傷の先鞭を付ける、あたかも愛撫であるかのようである。まるで踊っているかのように、戦いながらも両者の脚は巻き付け合っている。私は打ちのめされてしまった。あらゆる上辺だけの基準を越えて、この小柄だが恐ろしげな女は美しかった。たとえ如何なる彫刻家が何とかして女神の顔つきのみならず姿つきまでも捉えたとしても、この彼女の力と意志には敵うまい。彼女は痛ましくもあり、勝ち誇っているようでもある。即座に、そして、運命的に彼女に恋してしまったことを私は感じ取った。
　見習たちが舞踏会を後にしようと、その仲間の１人であるGelynが私の背後に遣ってきた時でさえ、それに気づかなかった程である。明らかに、私は「素晴らしい」という言葉を囁いていたようである。何故なら、あたかも何マイルも離れているかのように、彼女の返答が聞こえてきたからだ。「そうね、素晴らしいわ。だから、雨風に晒したくないと思っていたの」
　それから、まるで投石が水面を破るように、はっきりとGelynの声が聞こえた。「やあ、驚いた。これはPallaに違いないですね」
　「母のことを知っているの？」彼の方を向いて、Betaniqiは尋ねた。
　「私はWayrestの、Hammerfellとの国境に程ちかいところの生まれなんです。そこには、あなたの母上と、その偉業のことを知らない者は一人も居ないでしょう。何しろ、その土地に巣くう、あの嫌らしい魔物を成敗してくれたんですからね。その死闘の中で命を落とされたのでしょう？」
　「ええ」少女は悲しげに答える。「でも、その魔物の方もね」
　一瞬だけ、私達の間を沈黙が支配した。それ以上、あの夜のことは何も覚えていない。どういう訳だか翌晩の食事に招待されることになったと知った時にも、私の心もハートも、完全に永遠に、あの像に捕われてしまっていたのである。ギルドに戻っても、熱を持った夢想は私を休ませてくれなかった。何もかもが白光の中に霧散していくかのようであった。ただ１人、あの美しくも恐ろしげな女を除いては。Palla。
訳注
　※１　Hearth Fire月８日〔９月８日に相当〕の祝日。以下、サイト「The UESP」の「祝祭日」の項目を訳出。どの他の祝日であれ、Hearth Fire月３日〔８日の誤りだろう〕のように、この街の人々を分断するものは存在しない。数人の古老たちは、そして、非常に迷信ぶかい男女たちは、自分たちの体内に死者の邪悪なる魂が侵入することを恐れて、終日、一切の会話を慎むことにする。大半の住民にとっては、この祝日は〈物語と獣脂の舞踏会〉と呼ばれる娯楽である。しかし、どれだけの調子者でさえも、この街の暗い通りは避けるものである。何故なら、その夜に死者たちが闊歩していることは、誰もが知っているからである。この日には、魔術師ギルドのみが実に繁盛している。最古の魔術すなわち屍術の祝典に際して、あらゆる魔導具が今日かぎり半値になるのだ。それ故に、この祝日は〈骨の鍵を得るための暗夜の召喚祭日〉〔Summoning day of Nocturnal for the Skeleton Key〕とも呼ばれている。
※２　「その幻影魔法の哲学を私の単調な生活に適用する」ことは、単調な生活を異なったものとして見せかけようとすることである。しかし、そうして思い込むためには並々ならぬ想像力が必要である程に、「私」の生活は単調すぎるのである。
　※３　本文から推測されるように、「私」は、魔術師ギルドの見習の仲間と仲が良くない。しかし、もしも「私」と共通のことを持つならば、彼らは、そのような面白くない奴を座の中に入れなければならない。それ故に、「知り合いの連中が私と共通のことを持ちたがらない」のである。
「Palla Book Ⅱ」

「Palla」第二巻

著者：Vojne Mierstyyd
　Palla。Pal、la。その名前は私の胸中で燃え続けていた。勉強中にも、教師の言うことに耳を傾けようとしている時でさえも、その名を囁いている自分に気づいた。唇は密やかに窄められて「Pal」の音を、そして、軽く舌を打ち付けるようにして「la」の音を、あたかも面前の彼女の魂に口づけるかのように発するのである。どう考えても、それは狂気の沙汰であった。ただ、それが狂気であることを自覚している点を除いては。私は知っていた、自分が恋に落ちていることを。そして、彼女はRedguardの女貴族であり、星々よりも美しく猛々しい戦士であることを。そして、彼女の年若い娘のBetaniqiはギルドの近所に屋敷を構えており、自分のことを好いてくれているし、あるいは惚れ込んでさえいるかも知れないことを。そして、Pallaは恐ろしい野獣と苦闘して、それを葬り去ったことを。そして、彼女は死んでしまっていることを。
　このように、私は自分が狂気に陥っていることを知っていた。だから、自分が狂ってしまえないことも知っていた。しかし、Betaniqiの邸宅に戻って、あの魔物との最後の宿命的死闘を演じている、愛するPallaの像に見えなければならないこともまた知っていたのである。
　何度も何度も、Betaniqiの邸宅に足を運んだものだ。Betaniqiの雰囲気は前とは違って、他の貴族たちと打ち解けており、あまり彼女と口を利く機会は得られない程であった。無邪気な彼女は私の病的執念に気づくことも無く、連れて行った仲間たちを暖かく受け入れてくれた。私達は何時間も談笑して、そして、陽を受けて輝く池の方へと散歩に出る時には、いつでも私はPallaの像の前で立ち止まって、それを息つくことも忘れて見やっていたものである。
　「御先祖様の、その最上の瞬間の姿を彫刻に保っておくという、何とも素晴らしい伝統を持っているものですね」訝しげなBetaniqiの目つきを感じて、私は言う。「それに、この工芸の技術も比類ないものです」
　「信じてくれないかも知れないけどね」少女は笑う。「その習慣を曽祖父が始めた時には、ちょっとした騒ぎだったものよ。私達Redguardは家族に対して強い敬意を抱いているけど、でも、私達は戦士であって芸術家ではないからね。曽祖父は、流しの彫刻家を雇って最初の像を作らせたのよ。みんな褒めてくれたものよ、その作者というのがElfだと分かるまではね。Summurset Isleの出のAltmerだと分かるまでは」
　「それは騒ぎになりますね！」

　「それは、もう、酷いことになったわ」神妙な顔つきでBetaniqiは頷いてみせる。「尊大で邪悪なElfの手によって、あの高貴なるRedguard戦士たちの姿が作り上げられたなんていうのは、信じられない話だし、冒涜で不敬で、あなたの思いつく限りでも最悪のことなのよ。でも、その美しさに曽祖父は惚れ込んでいたし、“最上の者に最上の敬意で遇する”という彼の哲学は私達の全員に受け継がれていたからね。両親の彫刻を作らせるのに劣った芸術家を使うだなんて、ちっとも考えることさえ無かったわ。たとえ、それが、私の〔Elfを冷遇する〕文化に忠実であることになろうともね」
　「非常に立派であると思います」私は言った。
　「でも、中でも、母のがお気に入りのようね」彼女は微笑む。「他のを眺めている時でも、実は、このことを考えているみたいね。私も、この母さんの像が大好きよ」
　「お母様について、もっと教えて頂けませんか？」努めて明るい声でもって、単なる話の延長のように私は尋ねた。
　「うん、そうね。自分には他人と違ったところなんて１つも無いって、そう話してくれたものよ。でも、それは嘘だけどね」庭園から一輪の花を取り上げて、少女は答えた。「私がほんの子供だった時分に父が死んで、それで彼の代わりに母は本当に多くの仕事を抱え込むことになったんだけど、でも、その全部を難なく果たしてしまったのよ。私達は非常に大きな業績を上げて、母は何事にも素晴らしい手腕を発揮したわ。事実、今の私よりも。必要なのは笑顔だけだったの、それには誰もが従ったものよ。報酬を拒んだ連中も愛想よくね。本当に機知に富んでいて魅力的で、でも、戦う必要が在れば恐ろしい力を振るったものよ。何百もの戦いが在ったけど、でも、自分のことを無視されたとか愛されていないとか、そんな風に感じた瞬間は決して記憶に無いわ。文字どおりに考えていたものよ、母は死ぬのには強すぎるんだって。馬鹿な話だとは分かっているけどね、でも、あの戦い……狂った魔術師の研究所から生まれた、あの恐ろしい魔物、あの出来そこないとの戦いに母が出向いていった時にも、もう二度と彼女に会えなくなるなんて思いも寄らなかったものよ。母は、友には愛情の深い、敵には容赦の無い、そういう人だったもの。まだ彼女について言うべきことは在るかしら？」
　昔を思い浮かべて、哀れむべきBetaniqiの瞳には涙が込み上げてきた。自分の歪んだ欲望を満たすために、そうして彼女を突き回した私は酷い人間であるのだろうか。Sheogorath〔狂気の神〕ならば、死人を愛するということに、私のような葛藤を覚えることは決して無かったであろう。さめざめと涙を流しながらも、欲望に満たされている自分に私は気づいていた。Pallaは、ただ外見が女神であったのみではない。Betaniqiが話すように、まさに女神そのものであったのだ。
　その夜、床に着こうと服を脱いでいる時に、何週間も前にTendixus先生の仕事場から盗み出しておいた、あの黒い円盤を再び見つけた。死んだ恋人を蘇らせることが出来ると信じられていた、その奇妙な屍術のアーティファクトの存在を、私は半ば忘れてしまっていた。それは、ほとんど本能的と言える行動だった。気づけば、その円盤を自分の胸に当てて、こう呟いていたのである。「Palla」

　瞬間的に、冷気が私の部屋を満たした。周囲の霧が晴れるまで呼吸さえ忘れていた。ぞっとして、私は円盤を取り落としてしまった。すぐに理性を取り戻すと、その理性でもって、ある避けられない結論を導き出した。つまり、このアーティファクトは自分の欲望を叶えられるかも知れないのだ。
　朝方になるまで、愛する彼女をOblivion界の束縛から解き放とうと試みていた。しかし、無駄であった。私は屍術師ではないのだ。どうやって教師の誰かに助けを求めようかと心を巡らせていたけれど、しかし、どんな剣幕でIlther先生が円盤を壊すように命じていたのかを私は覚えていた。教師たちの下に赴くならば、彼らは私をギルドから追放して、その自分たちの手でもって円盤を破壊してしまうだろう。私の愛する人を得るための、この唯一の鍵を。
　いつものように、半ばボンヤリとした心持で翌日の授業を受けていた。Ilther先生の方はと言えば、彼の専門つまり魔封術の講義を行っていた。彼の話は退屈で単調な声音であるが、不意に、あたかも教室中の影が消え去り光に満ちた宮殿に立たされているかのような感を覚えた。
　「大抵の者達の場合には、私の専門分野について考える時には、〔魔導具の〕創造の過程について考えるものである。魔力と呪文を対象に注ぎ入れること。魔力の込められた剣とか、恐らく指輪とかを創り上げること。しかし、熟練した魔封術師は一個の触媒でもある。何らかの新しいものを創り上げることが可能である知性は、同時に、何らかの古ぼけたものから優れた力を引き出すことが可能である知性でもある。見習に対して暖房を与えられる指輪は、そのような才能あふれる人々に対して森を灰燼に帰するような力を与えられるものである」その肥えた男はクスクスと笑ってみせる。「もっとも、破壊魔法の分野に進むよう勧めている訳では無いがね」
　その週は、見習の誰もが専攻分野を決めることになっていたのだ。今まで惚れ込んでいた幻影魔法に私が背を向けた時には、みんなが驚いたものである。そのような上っ面ばかりの魔法に愛着を寄せてきたことは、今になっては馬鹿らしく思えていた。あらゆる私の知性は、今や、あの円盤の力を解放できる手段である魔封術に注がれていた。
　それからの数ヶ月間、私は眠る時間さえ惜しんでいた。一週間の数時間は、Betaniqiと連れ立って、力と直感を授けてくれる私の像の前で過ごしていた。残りの全ての時間は、Ilther先生あるいは彼の助手の下で、魔封術に関して得られる一切の知識を学び取っていた。彼らは、魔導具に込められている魔力を奥底まで吟味する術を教えてくれた。
　「ある単純な呪文を一度きり掛けたのみでは、どれだけ手際よく技巧を凝らしたとしても、それは結局のところ一時の儚いものに過ぎない」Ilther先生は溜息を吐いてみせる。「しかし、その呪文に住処〔魔封術の器〕が与えられるならば、その住処の表面を未熟者の手が触れる時でさえも、その呪文は成熟に成熟を重ねて、ほとんど生きていると言っても良いくらいのエネルギーへと成長していくものだ。お前は自分を一人の鉱夫だと考えなければならない、地面を深く掘り下げていって黄金のど真ん中を引っ張り出すような」
　実験室が閉められた後には、毎晩、私は習ったことを練習していた。自分の力、そして、円盤の力が増していくのを感じられる。「Palla」と囁いては、そのアーティファクトを仔細に調べて、ルーンを印した僅かな切り込みの全てに、カットされた魂珠の断面の全てに指先を這わせていく。時には彼女の直ぐ傍まで近づいて、私の両手に触れようとする彼女の両手を感じられた。しかし、暗黒めいた荒々しいもの――死の実在性というものであるだろう――が、いつも花ひらき始めた私の夢を断ち切ってしまうのである。それに、耐え難い腐臭が自室に並ぶ部屋にまで漏れ出して、その部屋の見習たちから不満の声が上がり始めてきた。
　「何か床板に入り込んで、そのまま死んでしまったに違いないよ」ぎこちない言訳を私は返しておいた。
Ilther先生は私の熱心な勉強ぶりに感心して、授業の後にも彼の実験室の器具を使用する許可を与えてくれた。しかし、どれだけ学習を重ねようとも、ちっとも私とPallaの距離が縮まる様子は無かった。ある夜、全てに終止符が打たれた。深い恍惚感の中で体を揺らしつつ彼女の名を呼び嘆きながら円盤を胸に打ち付けていると、不意に稲光が窓越しに煌めいて私の集中を破った。荒れ狂う暴風雨がMir Corrupの全域に広がっていた。雨戸を下ろしてテーブルのところに戻ってきて、そこで円盤が粉々に砕け散っているのを見つけた。
　堰を切ったように病的と言えるまでに咽び泣き始めて、それから笑い始めた。あれ程の時間と勉強の日々の後で、そのような喪失は私の弱々しい心には荷が重すぎたのである。次の日も、その次の日も、熱に浮かされながらベッドで時を過ごしていた。もしも魔術師ギルドに何人もの治療師が居なかったならば、きっと私は死んでしまっていたろう。しかし、実際には、修行中の年若い学者たちのために素晴らしい学習材料を提供する形となったのである。
　漸やく満足に歩けるようになると、私はBetaniqiを訪ねることにした。いつものように彼女は魅力的で、きっと死人のように見えるに違いない私の風貌にも一言も触れなかった。だが、Betaniqiと一緒に光かがやく池の周囲を散策するのを、それを丁重に、しかし断固として断った時には、ついに彼女は私のことを心配する台詞を漏らした。
　「でも、あなた、像を見て廻るのが大好きでしょう？」驚きの声を上げてみせる。
　彼女に真実を、そして、それ以上のことを告げなければならないと私は感じていた。「お嬢様、私には像よりも愛しているものが御座います。それは、あなたの母上です。あの卓越した彫刻から一緒に防水布を初めて取り去ってからというもの、ここ数ヶ月もの間、私は彼女を措いて他に何物も考えられませんでした。いま、あなた様が私をどう思っているのか、それは分かりません。しかし、彼女を蘇らせる方法を得ることに私は取り憑かれていたのです」
　Betaniqiの瞳は驚愕に見開かれている。そして、ついに切り出した。「ねぇ、もう帰って頂けないかしら？　そんなこと、ひどい悪ふざけかどうか知らないけど――」
　「信じて下さい、私は真剣だったのです。実は、それには失敗しました。理由は分かりません。この私の愛は、他の誰のものより充分に強かったに違いないのに。きっと魔封術のスキルが足りなかったんだ。でも、しっかり勉強だって積んだのに！」自分の声は高まって、もはや怒鳴り散らす程であるのに気づいていても、しかし、それを止めることは出来ない。「ひょっとしたら、お母上が、どうしても私に会いたがろうとしなかったからかも。でも、屍術魔法で大事なのは、それは術師の愛だけでしょうに。何が悪かったって言うんだ！？　あるいは、あの恐ろしい生物、あの彼女を殺した魔物が、その死の瀬戸際の吐息でもって彼女に呪いの類でも放ったのかも。失敗だ！　でも、どうして！？」
　その小柄な淑女には似つかわしくないような驚くべきスピードと腕力でもって、Betaniqiは私に詰め寄った。「出て行ってよ！」彼女の叫び声に、私は扉の外へと飛び出していった。
　乱暴に扉が閉められる前に、憐れみを誘うような謝罪を述べた。「すみません、Betaniqiさん。でも、あなたのお母上を、あなたの下に取り戻そうとしていたことも考えてみて下さい。これが狂気の沙汰であることは分かっています。でも、私の人生で唯一つ確かであること、それはPallaを愛していることだけなのです」
　ほとんど閉じられようとしている扉を少しだけ開けて、その少女は震える声で私に聞き返した。「誰を愛しているって？」
　「Palla！」神々に向けて叫んだ。
　「私の母は、」彼女は怒気を込めて囁いた。「Xarlysよ。Pallaは怪物の方だわ」

　Mara〔愛の女神〕のみぞ知る時の間だけマジマジと閉ざされた扉を見つめていた私は、それから踵を返して魔術師ギルドへの長い帰路に着いた。あの彫刻に初めて見入った、あの愛する人の名前を初めて耳にした、あの遠い過去の〈物語と獣脂の舞踏会〉の夜のことを仔細に思い出してみた。あのBretonの見習、Gelynは言っていた。彼は私の背後に立っていた。彼が見ていたのは、あの野獣であって彼女ではなかった？
　Mir Corrupの郊外を横切る人通りの少ない曲がり道に差し掛かったところで、私を待って座り込んでいた風情である大きな人影が地面から立ち上がった。
　「Palla」私は呻きを漏らす。「Pal、La」

　「口づけを」それは唸ってみせた。

　かくして、この物語は今現在の瞬間に至った。愛は赤い、血のように。
